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第第５５回回  通通信信指指令令シシンンポポジジウウムム  

説説明明会会・・展展示示会会・・ププロロググララムム広広告告掲掲載載募募集集ののごご案案内内  

内内  容容  

 

ご挨拶 P.3 

第５回 通信指令シンポジウム 開催概要 P.4 

展示会 募集要項 P.7 

展示会 設置概要 P.9 

広告掲載（プログラム・抄録集）募集要項 P.10 

広告掲載（ウェブサイト）募集要項 P.12 

寄附申込書 P.13 

展示会申込書 P.14 

広告掲載（プログラム・抄録集、ウェブサイト）申込書 P.15 
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ごご挨挨拶拶 

 

謹啓 貴社におかれましては益々ご清栄の御事と存じ、お慶びを申し上げます。また、日頃

より格別のご厚情を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さてこの度私どもは、第５回 通信指令シンポジウムを開催させていただくこととなりまし

た。本シンポジウムは全国の通信指令業務に携わる消防職員、消防学校関係者、医療関係者、

都道府県消防防災関係者などを対象とし、通信指令分野における教育や情報交換の場が少な

いことの課題の共有と解決を目的としたものです。 

 本シンポジウムは平成２９年度消防防災科学技術研究推進制度のもとで平成３０年２月に

初めて開催し、平成３１年に第２回、令和２年に第３回を開催、コロナ禍を経て令和４年に

オンラインで第４回を開催し、今回で第５回を迎えます。通信指令分野における全国規模で

の会合はわが国初の試みでしたが、全国から多くの関係者が参加する恒例の学術的議論の場

へと発展しております。 

 現在、新型コロナウイルス感染症の流行により日常生活が変容し人と人との交流が制限さ

れるとともに、その感染力の強さによって全国に感染者の急増をもたらし、救急医療の逼迫

や消防救急への要請過多によって医療や消防関係者は疲弊を余儀なくされてきました。感染

リスクに直面しながらも傷病者への対応にあたってこられた消防機関の方々の活躍があり、

市民生活の安定化に重要な役割を果たされたものと思っています。 

 今回のシンポジウムでは、「感染症が日常化した時代の通信指令」を主テーマとして全国へ

の情報発信を行い、今後の新たな感染症拡大の波が訪れた状況でも、確実な出動指令、通報

者に対する適切な口頭指導に向けた知見の共有を目指します。また、感染症流行と生活変容

のなかで重要性を増している映像通信システムの活用、共同指令・指令台に関する新しい試

み、蘇生処置における口頭指導なども重要なトピックとして盛り込みたいと考えております。 

 開催経費については、参加費等をもってこれを賄うのが本来のあり方ですが、実際にはこ

れだけでは不十分で、皆様方の御援助に頼らざるを得ないのが実情であります。 

 以上の開催趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。本来なら

ば拝眉の上ご依頼申し上げるべきところではございますが、略儀ながら書中をもちましてお

願い申し上げます。 

謹白 

令和４年１１月吉日 

第５回 通信指令シンポジウム実行委員会 

        委員長 阿南 英明 

  神奈川県理事（医療危機対策統括官） 
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第第５５回回  通通信信指指令令シシンンポポジジウウムム  開開催催概概要要  

  

  

1. 会議名      第５回 通信指令シンポジウム 

 

2. 会議の主催者   通信指令シンポジウム実行委員会 

 

3. 会期       令和４年（2023 年）２月４日（土） 

         講演・パネルディスカッション：現地開催・後日オンデマンド配信 

         一般演題：オンデマンド配信（開催日から６月末日） 

 

4. 会場       帝京平成大学 池袋キャンパス（東京都豊島区東池袋２－５１－４） 

 

5. 後援       総務省消防庁、全国消防長会 

 

6. 参加費      ４，０００円（プログラム・抄録集費用含む） 

 

7. 参加予定者数   ６５０名程度 

（令和２年２月第３回現地開催時：有料参加者数６９８名） 

 

8.通信指令シンポジウム 実行委員会 組織 

  委員長  阿南 英明（神奈川県庁医療危機対策統括官） 

  副委員長 稲童丸 将人（札幌市消防局 救急部長） 

  委員   伊藤 重彦（北九州市立八幡病院 参与） 

  同    小島 洋 （東京システム特機㈱） 

  同    坂本 哲也（帝京大学医学部附属病院 院長） 

  同    森村 尚登（帝京大学医学部 主任教授） 

  同    田中 秀治（国士舘大学大学院 教授） 

  同     田邊 栄久（横浜市消防局 司令課長） 

  同    福島 英賢（奈良県立医科大学 教授） 

  同     本村 友一（日本医科大学千葉北総病院 病院講師） 

  監事   田邉 晴山（救急救命東京研修所 教授） 

  事務局長 北小屋 裕（京都橘大学救急救命学科 講師） 
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9.通信指令シンポジウム 実行委員会 会則 

 
 第１章 名 称 
第１条 この会則によって定める組織の名称は、通信指令シンポジウム実行委員会（以下「本委員会」

という）とする。 
 
 第２章 目的および事業 

第２条 本委員会は、通信指令業務に関する先進的な取り組み、研究ならびに貴重な事例についての
発表や意見交換を通じて、消防機関の行う通信指令業務の強化充実、もって我が国の消防の
発展に資するため、通信指令シンポジウムの企画・運営を行うことを目的とする。 

第 3条 本委員会は、前条の目的を達するために次の事業を行う。 
 １ シンポジウムの企画・運営 
 ２ 関係諸団体との協力活動 
 ３ その他、目的を達成するために必要な事業 
第 4条 本委員会の事務局は、「一般社団法人救護体制普及協会内（大阪府大阪市東淀川区西淡路 1丁

目 1番 9号ビジネス新大阪 425 室）」におく。 
 
 第 3章 組 織 
第 5条 本委員会は委員及び委員長をもって組織する。 

 １ 委員長  １名 
 ２ 副委員長 1 名 
 ３ 委員 １０名以内 
 ４ 事務局長 １名 
 ５ 監事   １名 
第 6条 本委員会の委員・委員長の任期は、通信指令シンポジウム実施の目的が達成されたときとす

る。 
第 7条 本委員会の委員・委員長は、無報酬とする。 
 
 第 4章 会 議 
第 8条 本委員会の会議は委員長が招集して実施し、シンポジウム企画および運営にあたる諸事項の

討議と報告、会計等の承認を行うものとする。 

 
 第 5章 会 計 
第 9条 本委員会の経費は、通信指令シンポジウム参加費及びその他の収入をもって充てる。 
第 10 条 本委員会の会計は、通信指令シンポジウム実施事業完了後、速やかに監査を経て、本委員会

の承認を得ることとする。なお、承認後、ホームページ等で会計報告を公開するものとする。 
 
 第 6章 解 散 
第 11 条 本委員会は、その目的が達成されたときに解散する。 
第 12 条 本委員会が解散の際に有する残余財産は、委員会の承認を得て、消防行政向上に寄与する他

の組織、団体、機関に寄付するものとする。 
 
 第 7章 細 則 

第 1３ 条 この会則に定めのない事項及びこの会則の実施に必要な細則は、委員長が別に定める。 
 
 付 則 
この会則は、令和４年５月１日から施行する。 
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10. 第５回 通信指令シンポジウム プログラム 

（１） 日程表（予定） 

日 付 会 場 
11:05〜 

12:00 

12:50〜 

13:30 

13:50〜 

15:00 

15:20〜 

16:00 

16:20〜 

17:50 

２月４日

(土) 

メイン会場 

(帝京平成大学

冲永記念ホー

ル) 

基調講演 

心停止に対

する口頭指

導関連 

教育講演 1 

自動通報、

動画通報関

連 

パネルディス

カッション 1 

通信指令にお

ける事後検証

について 

教育講演 2 

共同指令、

又 は 次 世

代 指 令 台

について 

パネルディス

カッション 2 

感染症におけ

る通信指令対

応 

サブ会場 

(帝京平成大学4

階階段教室) メイン会場の同時中継予定 

機器展示会場 

(帝京平成大学

冲永記念ホール

ホワイエ 2階、3

階食堂または 4

階スペース) 

機器展示（11:00〜16:20 予定） 

２月４日

(土)〜 

６月予定 

オンデマンド

視聴 2 月 4 日当日開始：一般演題セッション 

後日開始：基調講演、教育講演、パネルディスカッション（一部除く） 
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展展示示会会  募募集集要要項項  

 

1．出展対象： 

医療機器・検査機器・医薬品・医療情報機器、システム等 

 

2．出展料金： 

形態 単位 1 小間サイズ 小間単価（税込） 

基礎小間・スペース 1 小間から W1.8m×D0.9m×H2.1m \165,000 

 ※スペース小間でお申し込みの場合はご相談下さい。 

 

● 出展料金に含まれるもの： 

  バックパネル、社名板 

● 出展料金に含まれないもの：（必要に応じて別途ご負担して頂く物） 

  スポットライト、コンセント、使用電気、白布、展示台、電気工事費等 

  ※ 展示台は、会場備品を使用出来る場合無料で貸出し致します。 

  ※ その他、上記に記載ないものにつきましては、別途お問合せ下さい。 

 

3．募集小間数：８小間（予定、下記設置場所についての内容も参照ください） 

 

4．展示会場設置場所について 

 帝京平成大学池袋キャンパス内 

   Ａ：冲永記念ホールホワイエ２階（５〜６小間） 

   Ｂ：３階食堂スペース（２〜３小間） 

   Ｃ：４階 410 講義室前スペース（８小間見当、ドリンクサービス設置予定） 

 ※現在ＡおよびＢでの設置を予定しておりますが、Ｃに一本化しての設置とさせていただ

く場合がございます。 

 

5．展示小間割りは事務局にて決定致します。 

 

6．出展物は、出展対象に記載された範囲及び事務局の認めたものとします。 

 

7．医療機器、薬品等で薬事法未承認品の展示については、事務局にお問い合わせください。 

 

8．出展者へのご案内： 

 出展者説明会は行いません。開催の１週間前までに、小間割り、搬入出、装飾、管理な

どについて詳細をご連絡します。什器、照明器具などのリースもこの時にご案内します。 
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9．会場の管理： 

 会場及び出展物の保全については、最善の保護と管理にあたりますが、天災その他の不

可抗力による事故、盗難、紛失、および小間内における人的災害の発生については責任

を負いません。 

 感染防止のため面談等の際にはマスク着用を厳守ください。ドリンクサービスを設置予

定ですが飲みながらの会話は避けてください。食堂利用の場合も食事提供はできません。 

 

10．会場・会期・開場時間の変更： 

 やむを得ない事情により会場、会期及び開場時間を変更する場合があります。この変更

を理由として出展申込みを取り消すことは出来ません。またこれによって生じた損害は

補償しません。 

 

11．本会議への参加資格について： 

 出展者に対しては講演会場への参加資格はありません。会議プログラムに参加希望の方

は事務局までお問い合わせ下さい。但し展示会場内への出展者の入場制限はありません。 

 

12．申込み方法： 

 添付の申込書にご記入の上、FAX またはメールにて事務局宛お送りください。 

 

13．申込み期間： 

 令和４年（2022 年）１１月 ～ 令和５年（2023 年）１月１３日（金） 

 ※募集小間数の上限に達した場合は期間前に受付を終了することがあります。 

 

14．出展料のお支払い： 

 申込書受領後、請求書をお送りしますので、期日までに指定口座（請求書に記載）にお

振込み下さい。 

 

15．申込の取り消し： 

 令和５年（2023 年）１月１３日以降の取り消しについては、一切お受けできませんので

予めご了承下さい。 

 

16．問い合わせ先： 

 第５回 通信指令シンポジウム 事務局 

   北小屋 裕（一般社団法人救護体制普及協会） E-mail:jimukyoku@tushinsinpo5.com 

 運営事務局：株式会社ドゥ・コンベンション 

   〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町 2-23 アクセスお茶の水ビル 5F 

   TEL：03-5289-7717 E-mail:tushinsympo-office@umin.ac.jp 



 9 

展展示示会会  設設置置概概要要 

 

（1）搬入・設置： 

搬入・設営 ２月４日（土）８：００～１０：００（予定） 

（2）搬出・撤去： 

搬出・撤去 ２月４日（土）１６：３０～１７：３０（予定） 

（3）小間規格：  

形態 1 小間サイズ 

基礎小間 W1.8m×D0.9m×H2.1m 

スペース W1.8m×D0.9m×H2.1m 内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特装をされる場合は各社でお願い致します。 

 

（4）禁止事項： 装飾物、展示物の高さは、2.1mまでに制限します。また、床面への直接

工作（ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ、ｱﾝｶｰ等)も原則的には禁止します。 

（5）電  気： 施設上の問題で1社500Wまでの提供になります。 

 

（6）給排水 ： 水、プロパンガス、圧縮空気の使用は、禁止します。 

 

（7）搬入経路： ホールホワイエ２階スペースにおいては、搬入口から展示会場スペース

の間にエレベーターがなく、階段のご利用となります。重量物は持込困

難な場合がありますのでご留意ください。 

������

�����

������

基礎小間形態

������

����
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広広告告掲掲載載（（ププロロググララムム・・抄抄録録集集））募募集集要要項項  

 

1．広告媒体名：第５回 通信指令シンポジウム プログラム・抄録集 

 

2．配布対象：シンポジウム参加者に無料配布 

 

3．発行部数（版型）：７００部（Ａ４サイズ）を予定 

 

4．媒体作成費：600,000 円 

 

5．広告料総額：528,000 円 

 

6．発行予定日： 令和５年（2023 年）１月２７日（予定） 

 ※広告掲載会社には 1部進呈いたします。 

 

7．広告掲載料・募集数： 

掲載場所 金額（モノクロ）（税込） 募集数 

表 2（表紙 裏） 110,000 円 募集数 1口 

表 3（裏表紙 裏） 88,000 円 募集数 1口 

表 4（裏表紙） 110,000 円 募集数 1口 

後付１頁 66,000 円 募集数２口 

後付 1/2 頁 44,000 円 募集数２口 

 ※カラー希望の場合は追加料金にて対応可能ですので、ご相談下さい。 

 

 

8． 申込方法：添付の広告掲載申込書にご記入の上、FAX にて第５回 通信指令シンポジウム

事務局宛お送りください。 

 

9． 申込み期間：令和４年（2022 年）１１月 ～ 令和５年（2023 年）１月１３日（金） 

 ※原稿送付締切も同日 

 

10．広告原稿の形式：紙焼原稿またはフィルム、電子データでお願いいたします。 

【データ入稿の場合の諸注意】  

A）使用 OS を明記して下さい。（Mac もしくは Windows（バージョン含む））  
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B）データ形式については PDF、または TIFF、EPS を推奨いたします（その他の場合はご相談

ください）  

C）作成アプリケーション・バージョンをお知らせ下さい。 

D）Adobe Illustrator で作成されるファイルの場合はアウトライン処理をして下さい。  

E）編集を要しないデータで入稿して下さい。編集を要する原稿でお預かりする場合は、指示

内容により、実費相当額をご請求する場合がありますので予めご了承下さい。 

F）出力見本画像データの添付をお願いいたします。 

 

11．広告掲載料のお支払い： 

 広告掲載申込書の受領後、請求書をお送りしますので、指定口座にお振込み下さい。 

 

12．問い合わせ先、広告原稿送付先： 

 第５回 通信指令シンポジウム プログラム・抄録集製作担当：片桐 靖史 

  帝京大学医学部救急医学講座  〒173-8605 東京都板橋区加賀 2-11-1 

  E-mail: katagr@med.teikyo-u.ac.jp 
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広広告告掲掲載載（（ウウェェブブササイイトト））募募集集要要項項  

 

1. 広告掲載媒体： 第５回通信指令シンポジウム ウェブサイト バナー広告 

 

2. 掲載期間：   申込後バナーデータ送付から令和５（2023）年６月末まで（予定） 

 

3. 掲載場所：   第５回通信指令シンポジウムホームページ内 

          ※事務局に一任下さいますようお願い申し上げます。 

 

4. 募集数：    ３社 

 

5. 広告仕様：   バナー広告データは貴社でご準備下さい。 

        以下の仕様を満たすようにご留意下さい。 

        ・データ形式：GIF 形式もしくは JPEG 形式 

        ・サ イ ズ：200 pixel × 70 pixel（多少変わる場合もございます） 

        ・画像解像度：72 pixel / inch 

 

6. 掲載料：    55,000 円（税込・1バナーあたり） 

 

7. 申込方法：   添付の広告掲載申込書にご記入の上、Ｅメールにて第５回 通信指令シン

      ポジウム事務局宛お送りください。 

 

8. 広告掲載料のお支払い： 

 広告掲載申込書の受領後、請求書をお送りいたしますので、指定口座にお振込み下さい。 

 

9．問い合わせ先、画像データ送付先： 

 第５回 通信指令シンポジウム 事務局 

   北小屋 裕（一般社団法人救護体制普及協会） E-mail:jimukyoku@tushinsinpo5.com 

 運営事務局：株式会社ドゥ・コンベンション 

   〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町 2-23 アクセスお茶の水ビル 5F 

   TEL：03-5289-7717 E-mail:tushinsympo-office@umin.ac.jp 
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第第５５回回  通通信信指指令令シシンンポポジジウウムム  

寄寄附附申申込込書書  

 
申込日：    年  月  日 

返返信信  EE--mmaaiill::  jjiimmuukkyyookkuu@@ttuusshhiinnssiinnppoo55..ccoomm  

第５回 通信指令シンポジウム 事務局行き 

 

金              円也 

 
 

趣旨に賛同し上記金額を｢第５回 通信指令シンポジウム｣への協賛寄附として申し込みます。 

 

 

御社名  

御担当者  

住所  

TEL  

FAX  

E-mail  

備考欄  

 

 

 

 

尚、寄附金は   年  月  日頃までに指定銀行口座に払い込む予定です。 
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第第５５回回  通通信信指指令令シシンンポポジジウウムム  

展展示示会会申申込込書書  

 
申込日：    年  月  日 

返返信信  EE--mmaaiill::  jjiimmuukkyyookkuu@@ttuusshhiinnssiinnppoo55..ccoomm  

第５回 通信指令シンポジウム 事務局行き 

 
 

御社名  

部署名  

御担当者名  

御連絡先 

住所：〒 

TEL：            FAX： 

E-mail 

申込形態（ﾁｪｯｸして下さい） □ 基礎小間   ・  □ スペース渡し  

申込み小間数 ￥165,000（税込） ×    小間 ＝  

御請求書 □ 必要     □ 不要 

出展物（予定） 

 

 

 

 

備考（その他、ご要望ございましたら、ご記入ください。） 

 

※※令令和和５５年年（（22002233 年年））１１月月１１３３日日（（金金））ままででににＥＥメメーールルででおお送送りり願願いいまますす。。  
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第第５５回回  通通信信指指令令シシンンポポジジウウムム  

広広告告掲掲載載申申込込書書（（ププロロググララムム・・抄抄録録集集、、ウウェェブブササイイトト））  

 

申込日：    年  月  日 

返返信信    EE--mmaaiill::  jjiimmuukkyyookkuu@@ttuusshhiinnssiinnppoo55..ccoomm  

第５回 通信指令シンポジウム 事務局行き 

 

第５回 通信指令シンポジウムの広告掲載を 

                □□  希希望望ししまますす            □□  希希望望ししまませせんん  

希望広告にチェックしてください。  

プログラム抄録集 

広告掲載 

□ 表 2   □ 表 3   □ 表 4 

□ 後付 1 頁       □ 後付 1/2 頁 

バナー広告掲載 □ 

金額 ￥ 

 

御社名  

部署名  

御担当者名  

御連絡先 

住所：〒 

TEL：            FAX： 

E-mail 

御請求書 □ 必要       □ 不要 

備考（その他のご要望がございましたら下記にお書き下さい。） 

 

 

 

※※令令和和５５年年（（22002233 年年））１１月月１１３３日日（（金金））ままででににＥＥメメーールルででおお送送りり願願いいまますす。。  
  


